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が策定された。この EPAR2006 では、20 歳から 70 歳までの成人は、３メッツ以上の強度
での身体活動を週に 23 メッツ・時実施すること（推奨身体活動量）を推奨している。 
 これまでに、身体的側面に及ぼす推奨身体活動量の影響については科学的に検証されて


















 第１章では、研究の背景として、身体活動促進の意義や EPAR2006 における推奨身体活
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 研究課題１では、推奨身体活動量と健康関連 QOL との関連性について検討することを目
的とした。そこで、20 歳から 59 歳のインターネット登録モニターを対象として、国際標
準化身体活動質問表（IPAQ）と健康関連 QOL（Medical Outcomes study 8-Item short-Form 











た。そこで、20 歳から 79 歳のインターネット登録モニターを対象として、人口統計学的
















































という点で意義深い。そして、これらの成果は既に学術雑誌（Health and Quality of Life 
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